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(57)【要約】
【課題】表面に比較的に多くの体毛が生えている注射対
象領域に、より容易に注射を行うことのできる無針注射
器を提供する。
【解決手段】無針注射器１の外殻容器を形成するハウジ
ング２と、注射目的物質が射出される射出口６ｂが形成
されたノズル部６と、ハウジング２に設けられた、その
先端８ａが射出口６ｂより注射目的物質の射出方向側に
突出した部材であって、先端８ａによる注射対象領域の
表面に沿った移動によって表面に生えている体毛をその
移動方向に傾倒させることで射出口６ｂが当接される当
接位置を露出させる第１突出部材８と、を備え、第１突
出部材８は、射出口６ｂが当接位置に近付けられたとき
に、傾倒された体毛を傾倒状態に維持しながら変形する
ことで、射出口６ｂを第１突出部材８の先端８ａより射
出方向側に突出させる。
【選択図】図４Ｃ
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　注射針を介することなく、注射目的物質を射出することによって体毛を有する生体の注
射対象領域に該注射目的物質を注射する無針注射器であって、
　前記無針注射器の外殻容器を形成するハウジングと、
　前記ハウジング内に設けられ、前記注射目的物質が射出される射出口が形成されたノズ
ル部と、
　前記ハウジングに設けられた、その先端が前記射出口より前記注射目的物質の射出方向
側に突出した部材であって、該先端による前記注射対象領域の表面に沿った移動によって
該表面に生えている体毛をその移動方向に傾倒させることで前記射出口が当接される当接
位置を露出させる第１突出部材と、を備え、
　前記第１突出部材は、前記射出口が前記当接位置に近付けられたときに、前記傾倒され
た体毛を傾倒状態に維持しながら変形することで、該射出口を該第１突出部材の先端より
前記射出方向側に突出させる、無針注射器。
【請求項２】
　前記第１突出部材は、前記体毛を梳くための第１櫛状部をその先端に備える、
　請求項１に記載の無針注射器。
【請求項３】
　前記第１突出部材の前記射出方向への突出量を調整するための第１調整部を備える、
　請求項１または２に記載の無針注射器。
【請求項４】
　前記ハウジングに設けられた、その先端が前記射出口より前記注射目的物質の射出方向
側に突出した部材であって、該先端による前記注射対象領域の表面に沿った移動によって
該表面に生えている体毛をその移動方向に傾倒させることで前記当接位置を露出させる第
２突出部材を備え、
　前記第２突出部材は、前記射出口が前記当接位置に近付けられたときに、前記傾倒され
た体毛を傾倒状態に維持しながら変形することで、該射出口を該第２突出部材の先端より
前記射出方向側に突出させ、
　前記第１突出部材及び前記第２突出部材は、前記当接位置を挟んで一方側と他方側とに
それぞれの先端が当接するように構成され、かつ、前記射出口が前記当接位置に近付けら
れたときに、それぞれの先端が該当接位置から遠ざかる互いに反対の方向に移動するよう
に構成される、
　請求項１から３の何れか１項に記載の無針注射器。
【請求項５】
　前記第２突出部材は、前記体毛を梳くための第２櫛状部をその先端に備える、
　請求項４に記載の無針注射器。
【請求項６】
　前記第１突出部材は、前記ハウジングの一の側面に設けられ、前記当接位置の近傍に生
えている体毛をその先端の移動方向に傾倒させるための第１傾倒部を該先端に備え、
　前記第２突出部材は、前記ハウジングの前記一の側面に対向する他の側面に設けられ、
前記当接位置の近傍に生えている体毛のうちの前記第１突出部材によって傾倒されない他
の体毛をその先端の移動方向に傾倒させるための第２傾倒部を該先端に備える、
　請求項４に記載の無針注射器。
【請求項７】
　前記第２突出部材の前記射出方向への突出量を調整するための第２調整部を備える、
　請求項４から６の何れか１項に記載の無針注射器。
【請求項８】
　前記ハウジングに設けられた、その先端が前記第１突出部材の先端より前記注射目的物
質の射出方向側に突出した部材であって、該先端による前記注射対象領域の表面に沿った
移動によって該表面に生えている体毛をその移動方向に傾倒させることで前記射出口が当
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接される当接位置を露出させる第３突出部材を備え、
　前記第３突出部材は、前記射出口が前記当接位置に近付けられたときに、前記傾倒され
た体毛を傾倒状態に維持しながら前記ハウジングに対して変位することで、該射出口を該
第３突出部材の先端より前記射出方向側に突出させ、
　前記第１突出部材及び前記第３突出部材は、前記当接位置を挟んで一方側と他方側とに
それぞれの先端が当接するように構成され、かつ、前記射出口が前記当接位置に近付けら
れたときに、前記第１突出部材の先端が該当接位置及び前記第３突出部材の先端から遠ざ
かる方向に移動するように構成される、
　請求項１から３の何れか１項に記載の無針注射器。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、注射針を介することなく、注射目的物質を生体の注射対象領域に注射する無
針注射器に関する。
【背景技術】
【０００２】
　注射針を介することなく注射を行う無針注射器では、一般に、加圧ガスやバネなどによ
って薬剤等を含む注射液に対して圧力を加えることで、射出口から注射液の射出が行われ
る。無針注射器は、注射液が射出される射出口を皮膚に対して密着させた状態で作動させ
ることによって注射を行うことができるため、注射針を挿入させる必要のある従来の注射
器と比べて利便性が非常に高い。ここで、注射液の射出時に射出口と皮膚との間からの液
漏れを抑制してより効果的かつ確実な注射を行うためには、皮膚に対して射出口をより密
着させることが重要である。そこで、例えば特許文献１には、射出口よりも射出方向側に
突出した規正部材を備える無針注射器が開示されている。この無針注射器によれば、規正
部材によって注射器の姿勢が規正されることにより、射出口が皮膚に対して垂直に当接す
るようになるため、射出口を皮膚に対してより密着させることが可能になる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開平１１－２７６５８４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　ところで、上述の特許文献１に開示された無針注射器を用いて動物に注射を行う場合、
注射対象の動物がウサギなどのように体毛を多く有するものであるときは、体毛が邪魔に
なって射出口を当接させる位置を目視することが困難になる。また、規正部材や射出口と
皮膚との間に体毛が挟まれることによって、射出口を皮膚に対して十分に密着させること
が困難になり得る。なお、同様の問題は、規正部材を備えていない無針注射器を用いたと
しても生じ得る。ここで、規正部材や射出口が当接される位置に生えている体毛を予め剃
毛等の処置によって除去しておけば、射出口を十分に密着させることが可能になる。しか
しながら、注射行為全体に必要な労力が増してしまうため、無針注射器の利便性が損なわ
れることになる。
【０００５】
　本発明は、上記した問題に鑑み、表面に比較的に多くの体毛が生えている注射対象領域
に、より容易に注射を行うことのできる無針注射器を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記課題を解決するために、本発明に係る無針注射器では、注射対象領域の表面に生え
ている体毛を傾倒させることで射出口が当接される位置を露出させるとともに、射出口が
当該位置に当接されるまで当該位置が露出された状態を維持することのできる突出部材を
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設けた。
【０００７】
　詳細には、本発明に係る無針注射器は、注射針を介することなく、注射目的物質を射出
することによって体毛を有する生体の注射対象領域に該注射目的物質を注射する無針注射
器であって、前記無針注射器の外殻容器を形成するハウジングと、前記ハウジング内に設
けられ、前記注射目的物質が射出される射出口が形成されたノズル部と、前記ハウジング
に設けられた、その先端が前記射出口より前記注射目的物質の射出方向側に突出した部材
であって、該先端による前記注射対象領域の表面に沿った移動によって該表面に生えてい
る体毛をその移動方向に傾倒させることで前記射出口が当接される当接位置を露出させる
第１突出部材と、を備え、前記第１突出部材は、前記射出口が前記当接位置に近付けられ
たときに、前記傾倒された体毛を傾倒状態に維持しながら変形することで、該射出口を該
第１突出部材より前記射出方向側に突出させるように構成される。
【０００８】
　上述の注射目的物質は、生体の注射対象領域の内部で効能が期待される成分を含むもの
であり、射出口からの射出が可能である限りにおいて、ハウジング内での収容状態や、流
体・粉体等の物理的形態は問われない。すなわち、注射目的物質は、一般には液体である
が、射出を可能とする流動性が担保されればゲル状の固体であってもよい。更には、注射
目的物質は、粉体の状態であってもよい。そして、注射目的物質には、注射対象領域内に
送り込むべき成分が含まれ、当該成分は注射目的物質の内部に溶解した状態で存在しても
よく、または当該成分が溶解せずに単に混合された状態であってもよい。
【０００９】
　本発明に係る無針注射器においては、注射目的物質の射出は、周知の加圧機構によって
加圧されることで行われる。この加圧機構としては、注射目的物質を加圧して射出できる
限りにおいて、様々な機構を採用することができる。たとえば、バネ等による弾性力を利
用したもの、加圧されたガスを利用したもの、火薬の燃焼で発生するガスの圧力を利用し
たもの、加圧のための電気的アクチュエータ（モータやピエゾ素子等）を利用したもの等
が挙げられる。また、ユーザの手動によって加圧を達成させる形態も採用し得る。これら
の加圧機構は、無針注射器のハウジング内に収容されることが好ましい。
【００１０】
　そして、本発明に係る無針注射器においては、外殻容器としてのハウジングに、その先
端が射出口より注射目的物質の射出方向側に突出した第１突出部材が設けられる。これに
より、使用者が、まず無針注射器を注射対象領域に対して近付けた際には、射出口が当接
する前に、第１突出部材の先端が注射対象領域の表面に当接する。なお、第１突出部材の
先端が当該表面に当接している状態には、当該先端の一部または全部が、注射対象領域の
表面に生えている体毛を挟みながら当該表面に当接している状態も含まれる。そして、第
１突出部材の先端が、注射対象領域の表面に当接した状態で当該表面に沿って移動すると
、移動中に当該先端に押圧された体毛がその移動方向に傾倒される。これにより、当該表
面において体毛が傾倒された領域と、傾倒されていない領域との境界及びその近傍に、射
出口を当接させる目標としての位置（すなわち、射出口が当接される当接位置）が露出さ
れる。このようにして当接位置が露出されたときには、第１突出部材の先端は、注射対象
領域の表面に接しているか、あるいは、当該先端と当該表面との間に挟まれている体毛の
厚さだけ当該表面から離れていると考えられる。ここで、上述の第１突出部材は、射出口
が当該当接位置に近付けられたときには、傾倒された体毛を傾倒状態に維持しながら変形
することで、当該射出口を自身の先端より射出方向側に突出させることができる。したが
って、本発明に係る無針注射器によれば、当接位置が露出された状態を第１突出部材によ
って維持しながら、射出口を当該当接位置に当接させることが可能になるため、注射対象
領域の表面に比較的に多くの体毛が生えている場合であっても、より容易に注射を行うこ
とが可能になる。
【００１１】
　ところで、上述の第１突出部材は、例えばシリコンゴム等の弾性材料から形成された板
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状の部材であるのがよい。当該部材の寸法や弾性的性質は、傾倒させた体毛をその復元力
に抗して傾倒させた状態で維持することができ、かつ、射出口が当該部材の先端より射出
方向側に突出するまで変形できるように、適宜設定すればよい。また、当該部材の弾性的
性質等は、射出口が当接位置に近付けられる際に第１突出部材が変形することによって、
体毛を傾倒させるために第１突出部材の先端を移動させた方向とは反対の方向へ射出口が
移動するように、適宜設定するとよい。なお、当該部材の幅は、少なくとも射出口の直径
以上であることが好ましい。また、上述の第１突出部材の先端による注射対象領域の表面
に沿った移動は、無針注射器のハウジングが注射対象領域の表面に沿った方向に移動され
ることによって生じる移動と、当該ハウジングが注射対象領域に近づく方向に移動される
ときに第１突出部材が変形することによって生じる移動とを含む。
【００１２】
　なお、上述の無針注射器においては、前記第１突出部材は、前記体毛を梳くための櫛状
部をその先端に備えてもよい。この構成によれば、当該先端による注射対象領域に沿った
移動がより滑らかになるため、体毛をより容易に傾倒させることが可能になる。
【００１３】
　また、上述の無針注射器は、前記第１突出部材の前記射出方向への突出量を調整するた
めの調整部を備えてもよい。ここで、注射対象領域に生えている体毛が相対的に長い場合
には、第１突出部材の先端を注射対象領域に当接させることや、体毛の傾倒状態を安定的
に維持することがより困難になると想定される。この場合には、第１突出部材の突出量が
大きいほど、射出口を当接させるための一連の操作が容易になると考えられる。そこで、
このような構成を採用することにより、注射対象領域に生えている体毛の長さに応じて第
１突出部材の突出量を調整することが可能になるため、より容易に注射を行うことが可能
になる。
【００１４】
　また、本発明に係る無針注射器は、前記第１突出部材に加えて、前記ハウジングに設け
られた、その先端が前記射出口より前記注射目的物質の射出方向側に突出した部材であっ
て、該先端による前記注射対象領域の表面に沿った移動によって該表面に生えている体毛
をその移動方向に傾倒させることで前記当接位置を露出させる第２突出部材を備え、前記
第２突出部材は、前記射出口が前記当接位置に近付けられたときに、前記傾倒された体毛
を傾倒状態に維持しながら変形することで、該射出口を該第２突出部材の先端より前記射
出方向側に突出させるように構成されるとよい。そして、前記第１突出部材及び前記第２
突出部材は、前記当接位置を挟んで一方側と他方側とにそれぞれの先端が当接するように
構成され、かつ、前記射出口が前記当接位置に近付けられたときに、それぞれの先端が該
当接位置から遠ざかる互いに反対の方向に移動するように構成されるとよい。
【００１５】
　上述の構成によれば、射出口が当接位置に近付けられたときには、注射対象領域の表面
上における当接位置を挟んで一方側に生えている体毛と他方側に生えている体毛が、第１
突出部材及び第２突出部材のそれぞれによって、当接位置から遠ざかる互いに反対の方向
に傾倒される。そして、上述の第１突出部材及び第２突出部材のそれぞれは、それぞれが
傾倒している体毛を傾倒状態に維持しながら変形する。したがって、上述の構成を備える
無針注射器によれば、当接位置の両側の体毛を傾倒させた状態で、射出口を当該当接位置
に当接させることが可能になるため、第１突出部材のみが設けられた構成に比して、より
容易に注射を行うことが可能になる。
【００１６】
　また、上述の無針注射器においては、前記第２突出部材は、前記体毛を梳くための櫛状
部をその先端に備えてもよい。この構成によれば、当該先端による注射対象領域に沿った
移動がより滑らかになるため、体毛をより容易に傾倒させることが可能になる。
【００１７】
　また、上述の無針注射器においては、前記第１突出部材は、前記ハウジングの一の側面
に設けられ、前記当接位置の近傍に生えている体毛をその先端の移動方向に傾倒させるた
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めの傾倒部を該先端に備え、前記第２突出部材は、前記ハウジングの前記一の側面に対向
する他の側面に設けられ、前記当接位置の近傍に生えている体毛のうちの前記第１突出部
材によって傾倒されない他の体毛をその先端の移動方向に傾倒させるための傾倒部を該先
端に備えてもよい。ハウジングの一の側面に第１突出部材が設けられ、当該側面に対向す
る他の側面に第２突出部材が設けられている場合、両突出部材のそれぞれの先端が注射対
象領域に当接された際の当接位置は、その後に射出口が当接される位置よりも注射対象領
域の表面に沿った方向にある程度離れた位置になり得る。つまり、この場合には、両突出
部材の先端が当接位置の近傍まで達しないために、当接位置の近傍に生えている体毛を傾
倒させることが困難になる。そこで、上述の構成を採用すれば、両突出部材のそれぞれの
先端が備える傾倒部によって当接位置の近傍に生えている体毛を傾倒させることができる
ため、射出口が当接位置に近付けられたときに、当接位置をより確実に露出させることが
可能になる。
【００１８】
　また、上述の無針注射器は、前記第２突出部材の前記射出方向への突出量を調整するた
めの更なる調整部を備えてもよい。この構成とすれば、上述のように、注射対象領域に生
えている体毛の長さに応じて第２突出部材の突出量を調整することが可能になるため、よ
り容易に注射を行うことが可能になる。
【００１９】
　また、本発明に係る無針注射器は、前記第１突出部材に加えて、前記ハウジングに設け
られた、その先端が前記第１突出部材の先端より前記注射目的物質の射出方向側に突出し
た部材であって、該先端による前記注射対象領域の表面に沿った移動によって該表面に生
えている体毛をその移動方向に傾倒させることで前記射出口が当接される当接位置を露出
させる第３突出部材を備え、前記第３突出部材は、前記射出口が前記当接位置に近付けら
れたときに、前記傾倒された体毛を傾倒状態に維持しながら前記ハウジングに対して変位
することで、該射出口を該第３突出部材の先端より前記射出方向側に突出させ、前記第１
突出部材及び前記第３突出部材は、前記当接位置を挟んで一方側と他方側とにそれぞれの
先端が当接するように構成され、かつ、前記射出口が前記当接位置に近付けられたときに
、前記第１突出部材の先端が該当接位置及び前記第３突出部材の先端から遠ざかる方向に
移動するように構成されてもよい。
【００２０】
　上述の構成によれば、使用者が、まず無針注射器を注射対象領域に対して近付けた際に
は、第３突出部材の先端が注射対象領域の表面に当接する。そして、第３突出部材の先端
が、注射対象領域の表面に当接した状態で当該表面に沿って移動すると、移動中に当該先
端に押圧された体毛がその移動方向に傾倒される。これにより、射出口が当接される当接
位置が露出される。つまり、第３突出部材によって、当接位置を挟んで他方側に生えてい
る体毛がまずは傾倒される。そして、射出口が当接位置に近付けられたときには、第１突
出部材が当接位置を挟んで一方側に生えている体毛を当接位置から遠ざかる方向に傾倒さ
せる。なお、射出口が当接位置に近付けられたときには、第１突出部材が傾倒している体
毛を傾倒状態に維持しながら変形するとともに、第３突出部材が傾倒している体毛を傾倒
状態に維持しながら変位する。したがって、上述の構成を備える無針注射器によれば、当
接位置の両側の体毛を傾倒させた状態で、射出口を当該当接位置に当接させることが可能
になるため、第１突出部材のみが設けられた構成に比して、より容易に注射を行うことが
可能になる。
【発明の効果】
【００２１】
　本発明に係る無針注射器によれば、表面に比較的に多くの体毛が生えている注射対象領
域に、より容易に注射を行うことが可能になる。
【図面の簡単な説明】
【００２２】
【図１】第１の実施例に係る注射器の概略構成を示す断面図である。
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【図２】第１の実施例に係る注射器の概略構成を示す斜視図である。
【図３】第１の実施例に係る注射器に装着される点火器（点火装置）の概略構成を示す断
面図である。
【図４Ａ】第１の実施例に係る注射器を用いて注射対象領域に注射を行う際の実行手順を
示す図である。
【図４Ｂ】第１の実施例に係る注射器を用いて注射対象領域に注射を行う際の実行手順を
示す図である。
【図４Ｃ】第１の実施例に係る注射器を用いて注射対象領域に注射を行う際の実行手順を
示す図である。
【図５Ａ】第２の実施例に係る注射器を用いて注射対象領域に注射を行う際の実行手順を
示す図である。
【図５Ｂ】第２の実施例に係る注射器を用いて注射対象領域に注射を行う際の実行手順を
示す図である。
【図６】第２の実施例に係る注射器の概略構成を示す正面図である。
【図７Ａ】第３の実施例に係る注射器を用いて注射対象領域に注射を行う際の実行手順を
示す図である。
【図７Ｂ】第３の実施例に係る注射器を用いて注射対象領域に注射を行う際の実行手順を
示す図である。
【図８Ａ】第４の実施例に係る注射器を用いて注射対象領域に注射を行う際の実行手順を
示す図である。
【図８Ｂ】第４の実施例に係る注射器を用いて注射対象領域に注射を行う際の実行手順を
示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００２３】
　以下に、図面を参照して本発明に係る無針注射器の実施例について説明する。なお、以
下の実施例の構成は例示であり、本発明はこの実施の形態の構成に限定されるものではな
い。
【００２４】
　［実施例１］
　図１は本発明の第１の実施例に係る注射器１の構成を模式的に示す断面図である。また
、図２は注射器１を、その先端側から見たときの斜視図である。注射器１は、本発明に係
る注射目的物質に相当する注射液を、生体内の注射対象領域（例えば、動物の皮膚構造体
）に直接に送り届ける注射針を有していない無針注射器である。なお、本実施例では、注
射目的物質を液体としているが、これには生体内に注射される物質の内容や形態を限定す
る意図はない。上述の通り、例えば皮膚構造体に注射すべき物質はその治療目的に応じて
様々であるため、皮膚構造体に届けるべき成分が当該治療目的に適応している限りにおい
ては、溶解していても溶解していなくてもよく、また注射目的物質も、エネルギーにより
注射器１から皮膚構造体に対して射出され得るものであれば、その具体的な形態は不問で
あり、液体、ゲル状等様々な形態が採用できる。
【００２５】
　注射器１は、外殻容器を形成するハウジング２を備えており、その内部には先端部から
後端部にかけてノズルホルダ５、ピストンホルダ３、及び点火器ホルダ１２が一列に並べ
られている。なお、ハウジング２は、図２に示すように、概ね直方体状の形状を有するが
、本発明ではハウジング自体の形状は限定されるものではない。またノズルホルダ５、ピ
ストンホルダ３、及び点火器ホルダ１２は概ね円筒状の形状を有する。そして、ハウジン
グ２の後端部からキャップ３０が装着されることによって、ノズルホルダ５、ピストンホ
ルダ３、点火器ホルダ１２がハウジング２内に固定される。なお、本実施例において、「
先端部」と称する場合は、後述するように注射液の射出方向（ピストン４の推進方向）に
おける構成要素の端部を意味するものであり、一方で、「後端部」と称する場合は、先端
部とは反対の側における構成要素の端部を意味するものである。
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【００２６】
　ここで、ハウジング２には、ノズルホルダ５、ピストンホルダ３、点火器ホルダ１２を
収容するための空間を画定する内孔２ａが形成されている。更に、ハウジング２の先端部
において、内孔２ａとハウジング２の外部とを連通するように形成される貫通孔２ｂが設
けられている。貫通孔２ｂと内孔２ａの中心は同軸上に設けられ、貫通孔２ｂの内径は、
内孔２ａの内径よりも小さく設定されている。そのため、ハウジング２の先端部側の内部
には、段部２ｃが形成されている。
【００２７】
　ここで、点火器ホルダ１２に取り付けられる点火器２０の例について、図３に基づいて
説明する。点火器２０は電気式の点火装置であり、表面が絶縁カバーで覆われたカップ２
１によって、点火薬２２を配置するための空間が該カップ２１内に画定される。そして、
その空間に金属ヘッダ２４が配置され、その上面に筒状のチャージホルダ２３が設けられ
ている。該チャージホルダ２３によって点火薬２２が保持される。この点火薬２２の底部
には、片方の導電ピン２８と金属ヘッダ２４を電気的に接続したブリッジワイヤ２６が配
線されている。なお、二本の導電ピン２８は互いが絶縁状態となるように、絶縁体２５を
介して金属ヘッダ２４に固定される。さらに、二本の導電ピン２８が延出するカップ２１
の開放口側は、樹脂２７によって導電ピン２８間の絶縁性を良好に維持した状態で保護さ
れている。
【００２８】
　このように構成される点火器２０においては、キャップ３０において接続された電源部
（不図示）によって二本の導電ピン２８間に電圧印加されるとブリッジワイヤ２６に電流
が流れ、それにより点火薬２２が燃焼する。なお、この電圧印加は、電源部のボタンをユ
ーザが押下することで実現される。そして、電圧印加の結果、点火薬２２の燃焼による燃
焼生成物はチャージホルダ２３の開口部から噴出されることになる。そこで、本発明にお
いては、点火器２０での点火薬２２の燃焼生成物が、点火器ホルダ１２の内部に形成され
た燃焼室１１内に流れ込むように、点火器ホルダ１２に対する点火器２０の相対位置関係
が設定されている。
【００２９】
　なお、注射器１において用いられる点火薬２２として、好ましくは、ジルコニウムと過
塩素酸カリウムを含む火薬（ＺＰＰ）、水素化チタンと過塩素酸カリウムを含む火薬（Ｔ
ＨＰＰ）、チタンと過塩素酸カリウムを含む火薬（ＴｉＰＰ）、アルミニウムと過塩素酸
カリウムを含む火薬（ＡＰＰ）、アルミニウムと酸化ビスマスを含む火薬（ＡＢＯ）、ア
ルミニウムと酸化モリブデンを含む火薬（ＡＭＯ）、アルミニウムと酸化銅を含む火薬（
ＡＣＯ）、アルミニウムと酸化鉄を含む火薬（ＡＦＯ）、もしくはこれらの火薬のうちの
複数の組合せからなる火薬が挙げられる。これらの火薬は、点火直後の燃焼時には高温高
圧のプラズマを発生させるが、常温となり燃焼生成物が凝縮すると気体成分を含まないた
めに発生圧力が急激に低下する特性を示す。なお、これら以外の火薬を点火薬として用い
ても構わない。
【００３０】
　ここで、図１に示す燃焼室１１内には何も配置されていないが、点火薬２２の燃焼で生
じる燃焼生成物によって燃焼しガスを発生させる公知のガス発生剤を、燃焼室１１内に配
置するようにしてもよい。仮に燃焼室１１内にガス発生剤を配置させる場合、その一例と
しては、ニトロセルロース９８質量％、ジフェニルアミン０．８質量％、硫酸カリウム１
．２質量％からなるシングルベース無煙火薬が挙げられる。また、エアバッグ用ガス発生
器やシートベルトプリテンショナ用ガス発生器に使用されている各種ガス発生剤を用いる
ことも可能である。このようなガス発生剤の併用は、上記点火薬２２のみの場合と異なり
、燃焼時に発生した所定のガスは常温においても気体成分を含むため、発生圧力の低下率
は小さい。さらに、当該ガス発生剤の燃焼時の燃焼完了時間は、上記点火薬２２と比べて
極めて長いが、燃焼室１１内に配置されるときの該ガス発生剤の寸法や大きさ、形状、特
に表面形状を調整することで、該ガス発生剤の燃焼完了時間を変化させることが可能であ
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る。このようにガス発生剤の量や形状、配置を調整することで、燃焼室１１内での発生圧
力を適宜調整できる。
【００３１】
　次に、金属製のピストンホルダ３には、図１に示す注射器１の使用前において、金属製
のピストン４を保持する貫通孔３１が形成されている。そして、ピストン４は、この貫通
孔３１内を軸方向に沿って摺動可能となるように配置され、その一端（後端部側）が燃焼
室１１側に露出し、他端（先端部側）には封止部材４ａが一体に取り付けられている。こ
の封止部材４ａは、ピストン４の摺動に伴って注射液が円滑に貫通孔１４内を移動できる
ように、表面にシリコンオイルを薄く塗布したゴム製のものである。ピストン４や封止部
材４ａとピストンホルダ３内の貫通孔３１との摩擦を低減するため、例えばフッ素ゴム製
の封止部材を使用することが出来る。また貫通孔３１表面にシリコン処理を行うことも出
来る。
【００３２】
　さらに、注射器１の先端部側でピストンホルダ３に隣接して、注射液を射出するための
ノズル部６を保持するノズルホルダ５が配置されている。このノズル部６は、概ね円筒状
の形状を有する。そして、ノズルホルダ５には、ノズル部６を収容するための空間を画定
する内孔５ａが形成されており、内孔５ａは、その先端部側において、ノズル部６の先端
部分が外部に露出した状態で保持されるように、ノズル部６の表面形状に合わせてテーパ
ー部５ｂが形成されている。
【００３３】
　一方で、ノズル部６は、ノズルホルダ５の内孔５ａの内径とほぼ一致する外径を有する
とともに、その先端部側には、ノズルホルダ５のテーパー部５ｂに対応するテーパー部が
形成される。そして、ノズル部６には、注射器１から射出される注射液が最終的に流れる
流路６ａと、当該注射液が射出される射出口６ｂとが形成される。なお、ノズル部６の先
端部は、ハウジング２の先端面２ｄ及びノズルホルダ５の先端面５ｃよりも、射出方向側
に突出するように形成される。これにより、射出口６ｂが注射対象領域に当接された際に
は、当該注射対象領域に対して射出口６ｂがより密着することができる。
【００３４】
　ノズル部６は、樹脂成形により大量生産が可能なものであり、注射液の射出ごとに新し
いノズル部に交換可能であるように形成されている。この結果、注射器１の使用者は、注
射液の注射を行う度に常に新しいノズル部６を使用でき、衛生的な注射が実現される。ま
た、流路６ａの形状や大きさ等は、注射器１から射出される注射液の、射出後の挙動を決
定付ける要素である。したがって、ノズル部６が上記の通り交換可能に形成されることで
、注射すべき注射液を目標とする生体内の領域に送り込むのに適した流路を有するノズル
部６を選択でき、以て当該注射液の射出を好適に実現することが可能となる。
【００３５】
　上記のように、ハウジング２内において、ノズル部６及びノズルホルダ５、ピストン４
及びピストンホルダ３、点火器ホルダ１２が配置されると、図１に示す注射器１の使用前
の状態では、ピストン４に取り付けられた封止部材４ａと、ノズル部６の凹部６ｃとの間
に、注射液を収容可能な収容空間１３が形成される。図１の注射器１では、注射液は、注
射器１が組み立てられた後に収容空間１３に装填されることになる。なお、図１に示す構
成では、注射液は完全に閉じられた空間に封入されておらず、注射器先端側は開放された
状態となっている。しかし、ノズル部６の射出口６ｂの内径は極めて小さい（例えば１０
０μｍ）ため、ピストン４によって荷重が加えられない限りは、このように収容空間１３
が半閉空間であっても注射液の表面張力によって注射液は収容空間１３に収容された状態
が保持され得る。そして、後述するように、その装填された注射液は、点火器２０での点
火薬２２の燃焼によって生じるエネルギーで加圧されることでノズル部６の射出口６ｂか
ら射出されることになる。
【００３６】
　このように構成される注射器１では、注射対象領域に対して射出口６ｂが密着した状態
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で点火器２０に対して電源部が接続されると、電源部からの電流によって点火器２０が作
動する。すると点火薬２２の燃焼によって、燃焼室１１内に燃焼生成物が充満し、その圧
力を注射液の射出のためのエネルギーとしてピストン４に伝える。エネルギーを受けてピ
ストン４は貫通孔３１を推進していき、収容空間１３に収容されている注射液に圧力を加
えていくことで、ノズル部６の流路６ａを経て射出口６ｂから注射対象領域に向かって注
射液が射出されることになる。射出された注射液には圧力が掛けられているため、注射対
象領域の表面を貫通し、その内部に注射液が到達することで、注射器１における注射の目
的を果たすことが可能となる。なお、ピストンホルダ３とノズル部６との当接部分には、
公知のシール手段を配設することが出来る。
【００３７】
　ところで、注射器１においては、ハウジング２の側面２ｅには、注射対象領域の表面と
しての皮膚に生えている体毛を傾倒させるための突出部材８が設けられている。この突出
部材８は、ハウジング２の側面２ｅの幅とほぼ同一の幅を有する板状の弾性体から形成さ
れ（図２参照）、その先端８ａが、ノズル部６に設けられた射出口６ｂより注射液の射出
方向側に突出するように設けられる。突出部材８の弾性の程度については後述するが、当
該弾性体としては、例えばシリコンゴムが挙げられる。また、先端８ａは、注射対象領域
に沿った移動がより滑らかになるようにテーパー状に形成されるとともに、その幅方向に
亘って体毛を梳くための櫛歯が形成された櫛状部８ｂを備える。また、突出部材８は、そ
の後端側の部分が調整部９によって固定されることにより、ハウジング２の側面２ｅに対
して位置決めされている。調整部９は、突出部材８を固定するための固定ネジ９ａを有し
ており、この固定ネジ９ａを締め込むことによって、突出部材８を側面２ｅに対して固定
することができる。このような調整部９を採用することにより、固定ネジ９ａを緩めた上
で突出部材８をハウジング２の長手方向にスライドさせることにより、突出部材８のハウ
ジング２の先端面２ｄからの突出量Ｐを適宜調整することが可能になる。
【００３８】
　ここで、注射器１を用いて体毛の生えている注射対象領域に注射を行う際の実行手順に
ついて、図４Ａから４Ｃを用いて説明する。なお、図４Ａから４Ｃは、注射器１の先端部
を側方から見た状態を模式的に示す図であり、当該実行手順の説明のために不要な構成の
図示は適宜省略されている。
【００３９】
　まず、体毛Ｈが生えている皮膚Ｓに向かって、使用者の操作によって注射器１が近付け
られると、図４Ａに示すように、突出部材８の先端８ａが皮膚Ｓに対して当接する。なお
、先端８ａの一部または全部が、体毛Ｈを挟んで皮膚Ｓに当接していてもよいが、先端８
ａと皮膚Ｓとの間に体毛Ｈが挟まれることを可及的に抑制するために、突出部材８を体毛
Ｈの角度に概ね沿うようにして皮膚Ｓに近付けることが望ましい。
【００４０】
　次に、突出部材８の先端８ａが皮膚Ｓに当接した状態で、注射器１が皮膚Ｓに沿った方
向に移動されると、図４Ｂに示すように、移動中に先端８ａに押圧された体毛Ｈの一部が
先端８ａの移動方向へ傾倒される。これにより、傾倒された体毛Ｈの根元付近に、射出口
６ｂを当接させることのできる当接位置Ｒ１が、使用者によって目視できる程度に露出す
る。ここで、先端８ａには体毛Ｈを梳くための櫛状部８ｂが設けられているため、先端８
ａの移動は滑らかに行われる。なお、傾倒されている体毛Ｈの角度は、体毛Ｈの長さや量
、更には突出部材８による押圧力に依存する。そこで、使用者は、当接位置Ｒ１が十分に
露出されるように、先端８ａの移動距離Ｄや突出部材８を介して体毛Ｈを押圧する押圧力
を適宜調整すればよい。
【００４１】
　ここで、突出部材８の寸法や弾性的性質は、当接位置Ｒ１に射出口６ｂが近付けられた
ときに、傾倒された体毛Ｈを傾倒状態に維持しながら変形することで、射出口６ｂを先端
８ａより射出方向側に突出させることができるように設定されている。具体的には、使用
者によって射出口６ｂを当接位置Ｒ１に近付けるような力が加えられると、突出部材８は
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、先端８ａを支点にして湾曲するように変形する。これにより、先端８ａにより保持され
た体毛Ｈの傾倒状態が維持されるため、当接位置Ｒ１が露出した状態が維持され得る。ま
た、突出部材８がこのように変形することにより、射出口６ｂを当接位置Ｒ１に近付ける
際に、射出口６ｂを、体毛Ｈの傾倒方向とは反対方向に、ある程度移動させることが可能
になる。なお、図４Ｂに示す状態においては、突出部材８の先端８ａは、自身と皮膚Ｓと
の間に挟まれている体毛Ｈの厚さだけ皮膚Ｓから離れているが、上述のように、突出部材
８の弾性的性質は、射出口６ｂを先端８ａより射出方向側に突出させることができるよう
に設定されている。ゆえに、突出部材８は、図４Ｃに示すように、射出口６ｂが当接位置
Ｒ１に当接するまで変形することができる。したがって、使用者は、射出口６ｂを露出さ
れた当接位置Ｒ１に近付ける操作をすることによって、体毛Ｈを避けながら射出口６ｂを
当接位置Ｒ１に当接させることができる。
【００４２】
　なお、図４Ａから想定されるように、体毛Ｈが相対的に長い場合には、初めに突出部材
８の先端８ａを皮膚Ｓに対して当接させる際に、射出口６ｂが体毛Ｈの干渉を受けやすい
。この場合には、突出部材８のハウジング２の先端面２ｄからの突出量Ｐが大きいほうが
、先端８ａを当接させる操作がより容易になる。また、図４Ｃから想定されるように、変
形した突出部材８によって、射出口６ｂが当接位置Ｒ１に当接するまで当接位置Ｒ１が露
出した状態が維持される際には、湾曲した突出部材８の胴部８ｂによっても体毛Ｈが押圧
される。したがって、突出量Ｐが大きいほど、体毛Ｈの傾倒状態を維持しやすいと言える
。ゆえに、体毛Ｈの長さに応じて、調整部９を用いて突出部材８の突出量Ｐを適宜調整す
ることにより、体毛Ｈを避けながら射出口６ｂを当接位置Ｒ１に当接させる操作がより容
易になる。
【００４３】
　以上のように、本実施例に係る注射器１によれば、予め体毛Ｈを除去する処置等を施さ
なくても、注射器１を皮膚Ｓに対して近付ける操作のみによって、体毛Ｈを避けながら射
出口６ｂを皮膚Ｓに当接させることができる。その結果、比較的に多くの体毛が生えてい
る皮膚であっても、注射液を漏らすことなくより容易かつ確実に注射を行うことが可能に
なる。
【００４４】
　［実施例２］
　次に、本発明の第２の実施例に係る注射器１０１について、図５Ａ、５Ｂ及び６に基づ
いて説明する。図５Ａ及び５Ｂは、図４Ａ等と同様に、注射器１０１の先端部を側方から
見た状態を模式的に示す図であり、注射器１０１を用いて皮膚Ｓに注射を行う際の実行手
順を説明するための図である。また、図６は、注射器１０１を、その先端側から見たとき
の正面図である。なお、以下においては、注射器１０１の構成要素の中で、上述の注射器
１の構成要素と実質的に同一のものについては、同一の符号を用いるとともに説明は適宜
省略する。
【００４５】
　無針注射器である注射器１０１は、内部の構造が上述の注射器１と実質的に同一なハウ
ジング１０２を有する。したがって、図５Ａに示すように、ノズル部６の射出口６ｂは、
ハウジング１０２の先端面１０２ｄよりも射出方向側に突出しており、皮膚Ｓに対して射
出口６ｂが密着した状態で点火器２０（不図示）に対して電源部が接続されると、射出口
６ｂから皮膚Ｓに向かって注射液が射出される。
【００４６】
　ここで、注射器１０１においては、皮膚Ｓに生えている体毛Ｈを傾倒させるために、第
１突出部材１０８と第２突出部材１０９とが設けられている。第１突出部材１０８は、上
述の実施例１における突出部材８と同様の弾性的性質を有する弾性体から形成されており
、図６に示すように、２つの固定端のそれぞれが、ハウジング１０２における対向する両
側面に設けられる。また、第２突出部材１０９も同様の構成を有する。そして、図５Ａに
示すように、第１突出部材１０８及び第２突出部材１０９は、それぞれの先端１０８ａ及
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び１０９ａが、射出口６ｂより射出方向側に突出するように設けられている。なお、両突
出部材１０８、１０９のそれぞれは、ハウジング１０２における射出口６ｂを挟んだ両側
に設けられている。そして、両突出部材１０８、１０９は、図５Ａに示すように注射器１
０１を側方から見たときに、互いに交差するように屈曲した形状を有している。両突出部
材１０８、１０９がこのような形状を有することにより、それぞれの先端１０８ａ、１０
９ａは、射出口６ｂを挟んだ一方側と他方側とに位置するようになる。両突出部材１０８
、１０９がこのようにして構成されることにより、ハウジング１０２を皮膚Ｓに対して押
し付けることで、射出口６ｂが当接される当接位置Ｒ２に近付けられたときには、当接位
置Ｒ２を挟んで一方側と他方側とにそれぞれの先端１０８ａ、１０９ｂが当接するととも
に、それぞれの先端１０８ａ、１０９ａが当接位置Ｒ２から皮膚Ｓに沿った水平方向に遠
ざかる互いに反対の方向に移動する。また、上述の注射器１における突出部材８の先端８
ａと同様に、先端１０８ａは、図６に示すように、テーパー状に形成されるとともに、そ
の幅方向に亘って体毛を梳くための櫛状部１０８ｂを備える。また、先端１０９ａも同様
に櫛状部１０９ｂを備える。このような構成により、先端１０８ａ、１０９ａによる、皮
膚Ｓに沿った移動がより滑らかになる。更に、上述の注射器１と同様に、第１突出部材１
０８は、ハウジング１０２の先端面１０２ｄからの突出量を調整するための調整部１１０
を備える。また、第２突出部材１０９も同様に調整部１１１を備える。このような構成に
より、上述の注射器１と同様に、両突出部材１０８、１０９のそれぞれの突出量を適宜調
整することができるため、射出口６ｂを当接位置Ｒ１に当接させる操作がより容易になる
。
【００４７】
　以下、注射器１０１を用いて体毛Ｈの生えている皮膚Ｓに注射を行う際の実行手順につ
いて、図５Ａ及び５Ｂを用いて説明する。まず、皮膚Ｓに向かって、使用者の操作によっ
て注射器１０１が近付けられると、図５Ａに示すように、第１突出部材１０８の先端１０
８ａ及び第２突出部材１０９の先端１０９ａが皮膚Ｓに対して当接する。
【００４８】
　次に、両先端１０８ａ、１０９ａが皮膚Ｓに当接した状態で、射出口６ｂが皮膚Ｓに対
してほぼ垂直に近付けられると、両突出部材１０８、１０９が湾曲するようにして変形す
ることにより、それぞれの先端１０８ａ、１０９ａが、当接位置Ｒ２から遠ざかる互いに
反対の方向へ移動する。これにより、当接位置Ｒ２を挟んで一方側の体毛Ｈと、他方側の
体毛Ｈとが互いに反対方向に傾倒されるため、傾倒された体毛Ｈの根元付近に当接位置Ｒ
２が露出される。そして、両突出部材１０８、１０９は、射出口６ｂが当接位置Ｒ２に当
接するまで、体毛Ｈを傾倒させた状態を維持しながら変形することができる。したがって
、使用者が射出口６ｂを皮膚Ｓに対して更にほぼ垂直方向に近付けると、図５Ｂに示すよ
うに、射出口６ｂを当接位置Ｒ２に容易に当接させることが可能になる。
【００４９】
　以上のように、本実施例に係る注射器１０１によれば、２つの突出部材を備えているた
めに、射出口６ｂを皮膚Ｓに対して垂直方向に近付ける操作を行うのみで、体毛Ｈを避け
ながら射出口６ｂを皮膚Ｓに当接させることが可能になる。ゆえに、本実施例によれば、
更により容易に注射を行うことが可能になる。
【００５０】
　［実施例３］
　次に、本発明の第３の実施例に係る注射器２０１について、図７Ａ及び７Ｂに基づいて
説明する。図７Ａ及び７Ｂは、図４Ａ等と同様に、注射器２０１の先端部を側方から見た
状態を模式的に示す図であり、注射器２０１を用いて注射対象領域に注射を行う際の実行
手順を説明するための図である。なお、以下においては、注射器２０１の構成要素の中で
、上述の注射器１の構成要素と実質的に同一のものについては、同一の符号を用いるとと
もに説明は適宜省略する。
【００５１】
　無針注射器である注射器２０１は、内部の構造が上述の注射器１と実質的に同一なハウ
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ジング２０２を有する。したがって、図７Ａに示すように、ノズル部６の射出口６ｂは、
ハウジング２０２の先端面２０２ｄよりも射出方向側に突出しており、皮膚Ｓに対して射
出口６ｂが密着した状態で点火器２０（不図示）に対して電源部が接続されると、射出口
６ｂから皮膚Ｓに向かって注射液が射出される。
【００５２】
　ここで、注射器２０１においては、皮膚Ｓに生えている体毛Ｈを傾倒させるために、第
１突出部材２０８と第２突出部材２０９とが設けられている。なお、両突出部材２０８、
２０９は、上述の実施例１における突出部材８と同様の弾性的性質を有する板状の弾性体
から形成されている。図７Ａに示すように、第１突出部材２０８は、ハウジング２０２の
一の側面２０２ａに設けられており、その先端２０８ａには、後述する当接位置Ｒ３の近
傍に生えている体毛を傾倒させるための傾倒部２１８を備えている。この傾倒部２１８は
、先端２０８ａの幅方向に複数設けられた、射出口６ｂ側に突出した細いブラシ毛２１８
ａを有しており、各ブラシ毛２１８ａの先端には球状の先端２１８ｂが形成されている。
ブラシ毛２１８ａは、体毛Ｈを梳くために適当な柔軟性を有する材料から形成される。ま
た、先端２１８ｂは、皮膚Ｓへの刺激を和らげるとともに、ブラシ毛２１８ａによってよ
り効果的に体毛Ｈが傾倒されることを可能にする。また、複数のブラシ毛２１８ａのうち
、突出部材２０８の先端２０８ａから射出口６ｂ側にもっとも突出しているものは、射出
口６ｂの直下まで突出している。具体的には、図７Ａに示すように、射出口６ｂがハウジ
ング２０２の中心に設けられている場合には、射出口６ｂ側にもっとも突出しているブラ
シ毛２１８ａの突出量Ｌは、ハウジングの幅Ｗの半値になる。また、第１突出部材２０８
と同様の構成を有する第２突出部材２０９は、ハウジング２０２の他の側面２０２ｂに設
けられており、その先端２０９ａには、当接位置Ｒ３の近傍に生えている体毛を傾倒させ
るための傾倒部２１９を備えている。なお、傾倒部２１９は、上述の傾倒部２１８と同様
に、球状の先端２１９ｂが形成されたブラシ毛２１９ａを複数有する。ブラシ毛２１９ａ
の数や長さ等は、上述のブラシ毛２１８ａと同様である。
【００５３】
　また、上述の注射器２と同様に、第１突出部材２０８は、ハウジング２０２の先端面２
０２ｄからの突出量を調整するための調整部２１０を備える。また、また、第２突出部材
２０９も同様に調整部２１１を備える。このような構成により、上述の注射器２と同様に
、両突出部材２０８、２０９のそれぞれの突出量を適宜調整することができるため、射出
口６ｂを当接位置Ｒ３に当接させる操作がより容易になる。
【００５４】
　以下、注射器２０１を用いて体毛Ｈの生えている皮膚Ｓに注射を行う際の実行手順につ
いて、図７Ａ及び７Ｂを用いて説明する。まず、皮膚Ｓに向かって、使用者の操作によっ
て注射器２０１が近付けられると、図７Ａに示すように、先端２１８ｂ及び２１９ｂが皮
膚Ｓに対して当接する。
【００５５】
　次に、両先端２１８ｂ、２１９ｂが皮膚Ｓに当接した状態で、射出口６ｂが皮膚Ｓに対
してほぼ垂直に近付けられると、両突出部材２０８、２０９が湾曲するようにして変形す
ることにより、それぞれの先端２０８ａ、２０９ａが、当接位置Ｒ３から遠ざかる互いに
反対の方向に移動する。両先端１０８ａ、１０９ａが移動すると、同様に当接位置Ｒ３か
ら遠ざかる互いに反対の方向に移動する傾倒部２１８、２１９によって、当接位置Ｒ３を
挟んで一方側の体毛Ｈと他方側の体毛Ｈが互いに反対方向に傾倒される。これにより、射
出口６ｂが当接される当接位置Ｒ３が露出される。そして、両突出部材２０８、２０９は
、射出口６ｂが当接位置Ｒ３に当接するまで、体毛Ｈを傾倒させた状態を維持しながら変
形することができる。したがって、使用者が射出口６ｂを皮膚Ｓに対して更にほぼ垂直方
向に近付けると、図７Ｂに示すように、射出口６ｂを当接位置Ｒ３に容易に当接させるこ
とが可能になる。
【００５６】
　以上のように、本実施例に係る注射器２０１によれば、両突出部材２０８、２０９のそ
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れぞれが備える傾倒部２１８、２１９によって当接位置Ｒ３の近傍に生えている体毛Ｈを
傾倒させることができるため、射出口６ｂを皮膚Ｓに対して垂直方向に近付ける操作を行
うのみで、体毛Ｈを避けながら射出口６ｂを皮膚Ｓに当接させることが可能になる。ゆえ
に、本実施例によれば、更により容易に注射を行うことが可能になる。なお、両突出部材
２０８、２０９は、それぞれの先端２０８ａ、２０９ａが図７Ｂに示されるように変形す
るよう、あらかじめハウジング２０２に対して傾斜した状態で（すなわち、突出部材２０
８、２０９間の距離が先端２０８ａ、２０９ａになるほど大きくなる状態で）取り付けら
れていても良い。この場合には、複数のブラシ毛２１８ａのうちの、第１突出部材２０８
の先端２０８ａから射出口６ｂ側にもっとも突出しているものの突出量は、その先端２１
８ｂが射出口６ｂの直下まで突出するように設定される（ブラシ毛２１９ａについても同
様）。また、ブラシ毛２１８ａ、２１９ａは体毛Ｈの傾倒とその状態の維持を行う目的で
取り付けられており、この目的が達成される上では使用前にブラシ毛が伸びる方向を限定
するものではない。
【００５７】
　［実施例４］
　次に、本発明の第４の実施例に係る注射器３０１について、図８Ａ及び８Ｂに基づいて
説明する。図８Ａ及び８Ｂは、図４Ａ等と同様に、注射器３０１の先端部を側方から見た
状態を模式的に示す図であり、注射器３０１を用いて皮膚Ｓに注射を行う際の実行手順を
説明するための図である。なお、以下においては、注射器３０１の構成要素の中で、上述
の注射器１の構成要素と実質的に同一のものについては、同一の符号を用いるとともに説
明は適宜省略する。
【００５８】
　無針注射器である注射器３０１は、内部の構造が上述の注射器１と実質的に同一なハウ
ジング３０２を有する。したがって、図８Ａに示すように、ノズル部６の射出口６ｂは、
ハウジング３０２の先端面３０２ｄよりも射出方向側に突出しており、皮膚Ｓに対して射
出口６ｂが密着した状態で点火器２０（不図示）に対して電源部が接続されると、射出口
６ｂから皮膚Ｓに向かって注射液が射出される。
【００５９】
　ここで、注射器３０１においては、皮膚Ｓに生えている体毛Ｈを傾倒させるために、第
１突出部材３０８と第２突出部材３０９とが設けられている。図８Ａに示すように、第２
突出部材３０９は、その先端３０９ａが第１突出部材３０８の先端３０８ａより注射液の
射出方向側に突出している。また、第１突出部材３０８及び第２突出部材３０９のそれぞ
れは、上述の実施例２と同様に、ハウジング３０２における射出口６ｂを挟んだ両側に設
けられており、図８Ａに示すように注射器３０１を側方から見たときに、互いに交差する
ように屈曲した形状を有している。ゆえに、先端３０８ａ、３０９ａは、射出口６ｂを挟
んだ一方側と他方側とに位置するようになる。また、注射器３０１をその先端側から見た
正面図は、上述の図６に示す図と同様になる。ここで、第１突出部材３０８は、上述の実
施例２における第１突出部材１０８と同様の弾性的性質や形状を有する。一方、第２突出
部材３０９は、上述の実施例２における第２突出部材１０９と同様の形状を有するが、剛
体から形成されており、ハウジング３０２に対して、注射液の射出方向に摺動自在に設け
られている。詳細には、第２突出部材３０９の固定端が、ハウジング３０２の対向する側
面に設けられた、長手方向に延在するスライドレール３１０に摺動自在に固定される。両
突出部材３０８、３０９がこのようにして構成されることにより、射出口６ｂが後述する
当接位置Ｒ４に近付けられたときには、先端３０８ａが当接位置Ｒ４から皮膚Ｓに沿った
水平向きに遠ざかる方向に移動するとともに、先端３０９ａが、ハウジング３０２に対し
て上述の射出方向とは反対方向に変位する。
【００６０】
　なお、上述の実施例２と同様に、両突出部材３０８、３０９のそれぞれの先端３０８ａ
、３０９ｂに体毛を梳くための櫛状部を設けてもよい。また、両突出部材３０８、３０９
の、ハウジング３０２の先端面３０２ｄからの突出量を調整するための調整部を備えても
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【００６１】
　以下、注射器３０１を用いて体毛Ｈの生えている皮膚Ｓに注射を行う際の実行手順につ
いて、図８Ａ及び８Ｂを用いて説明する。まず、皮膚Ｓに向かって、使用者の操作によっ
て注射器３０１が近付けられると、第２突出部材３０９の先端３０９ａが皮膚Ｓに対して
当接する。次に、先端３０９ａが皮膚Ｓに当接した状態で、注射器３０１が皮膚Ｓに沿っ
た方向（図８Ａに示す矢印の方向）に移動されると、図８Ａに示すように、移動中に先端
３０９ａに押圧された体毛Ｈの一部が先端３０９ａの移動方向へ傾倒される。
【００６２】
　次に、先端３０９ａによって体毛Ｈの一部が傾倒された状態で、射出口６ｂが皮膚Ｓに
対してほぼ垂直に近付けられると、第１突出部材３０８が湾曲するようにして変形するこ
とにより、先端３０８ａが、当接位置Ｒ４及び第２突出部材３０９の先端３０９ａから遠
ざかる方向に移動する。これにより、当接位置Ｒ４近傍の傾倒されていない体毛Ｈの一部
が、先端３０８ａの移動方向に傾倒される。これにより、射出口６ｂが当接される当接位
置Ｒ４が露出される。そして、第１突出部材３０８は、射出口６ｂが当接位置Ｒ４に当接
するまで、体毛Ｈを傾倒させた状態を維持しながら変形することができる。一方、第２突
出部材３０９は、射出口６ｂが当接位置Ｒ４に当接するまで、体毛Ｈを傾倒させた状態を
維持しながらハウジング３０２に対して変位することができる。したがって、使用者が射
出口６ｂを皮膚Ｓに対して更にほぼ垂直方向に近付けると、図８Ｂに示すように、射出口
６ｂを当接位置Ｒ４に容易に当接させることが可能になる。
【００６３】
　以上のように、本実施例に係る注射器３０１によれば、両突出部材３０８、３０９のそ
れぞれによって当接位置Ｒ４の近傍に生えている体毛Ｈを傾倒させることができるため、
射出口６ｂを皮膚Ｓに対して垂直方向に近付ける操作を行い、体毛Ｈを避けながら射出口
６ｂを皮膚Ｓに当接させることが可能になる。ゆえに、本実施例によれば、より容易に注
射を行うことが可能になる。
【００６４】
　なお、本実施例においては、スライドレール３１０上に、点火器２０に対して電源部を
接続させるスイッチ３１１を設けてもよい。第２突出部材３０９は剛体から構成されてい
るため、スライドレール３１０上における第２突出部材３０９の位置に基づいて、第２突
出部材３０９の先端３０９ａの位置を検知することができる。ゆえに、先端３０９ａが射
出口６ｂよりも注射液の射出方向側に突出する位置に達したことが検知された際に、電源
部を接続させるスイッチ３１１が閉じられるようにして、射出口６ｂが皮膚Ｓに対して当
接した際に、自動的に注射液が射出される無針注射器を提供することができる。
【００６５】
　以上の実施例ではハウジングの形状は略直方体としたが、アダプタを介して上記の機構
を呈するように突出部材を配置できれば、ハウジングの断面形状は円、楕円などのほかの
形であっても良い。また駆動源は火薬を使用したものとしたが、加圧ガスやバネであって
も良い。
【符号の説明】
【００６６】
　１、１０１、２０１、３０１・・・・注射器
　２、１０２、２０２、３０２・・・・ハウジング
　６・・・・ノズル部
　６ｂ・・・・射出口
　８・・・・突出部材
　１０８、２０８、３０８・・・・第１突出部材
　１０９、２０９、３０９・・・・第２突出部材
　Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３、Ｒ４・・・・当接位置
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